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〇ようかんは餡を「ふね」と呼ばれる方に流し入れて作
る。船には棹が必要という意味から出来た数え方。他に

も三味線、タンスも一棹と数える

〇戦後から昭和45年位まで最盛期。オイルショック時に
痛手を受けるまでは世界一だった

✕座り方はいろいろあぐら、割座（女の子座り）など。ち
なみに朝鮮半島では正座は犯罪人に対して強要する屈

辱的な座り方だそうです。

✕大隈重信（早稲田大学創立者）正岡子規は地元中学
で野球を教えたり、ルール、用具を解説、多く句に残した

りと普及に貢献した

✕腹黒い、黒い影など悪いイメージを表すのに使われ
る。

〇セットにはなっているが家族はみんな同じものを使う
のが一般的

〇隋へ使者を送った際、隋の王朝では箸で食事をして
いると報告を受けた聖徳太子が、隋の使節団を日本に
招くため、箸を作り、箸を使った食事の作法を学ばせた

✕おせち料理や雑煮を食べる祝箸は年神様と一緒に食
べるため上は神様、下が人間が使うようになっていま

す。

〇平成25年宗教統計調査（文化庁）宗教団体信者数総
数　1億9700万人　日本総人口　1億2780万人

〇出雲では「神迎祭」「神在祭（かみありさい）」「神等去
出祭（からさでさい）」が行われる

日本の宗教は特有の宗教観を持っているため、実は
「日本の総人口よりも宗教団体の信者数が多い、」と
いう不思議な現象が起きている。

旧暦10月は神様が出雲に旅立つので神が無い月
（神無月）といいますが、出雲では「神が在る月（神在
月）」という。

日本では物の成り立ちから物の数え方が出来てお
り、例えば、「ようかん」は作り方から「一棹（ひとさ
お）、二棹」と数える。

日本のクリスマス発祥の地は横浜と言われています
が、クリスマスツリーの飾りつけなどを作ったのは神
戸であり、品質の良さから日本はクリスマス製品の輸
出で世界一だったこともある

日本の伝統的な座り方とは正座と昔から決められて
おり、正式な場では必ず正座をしていた。

日本に初めて野球が紹介されたのは明治6年。初め
ての始球式でソフト帽をかぶった羽織袴姿でマウンド
に立ったのは正岡子規である。

日本の自動車は現在白黒シルバー色が全体の約8
割を占めているが、1970年代の頃は赤黄緑青系の
色の車で約8割を占めていた。

日本の伝統色はおよそ１００種類ある。

日本の伝統色は昔はなく、「日本書紀」や「古事記」で
は「赤、白、青、黒」の4つの色が見られる位だった。

日本人にとって「赤」は特別で邪気を払う縁起の良い
色として使われている。

色は慣用句としてもよくつかわれていますが、色その
ものの事ではなく、「赤」は「真っ赤なウソ」のように物
事を強調するために使っていますが、「黒」は「良いイ
メージを表すのに使っている。」

日本の食器は一人ひとり専用の食器があるが、「洋
食器には専用の食器はない。」

日本で箸を広めたのは「聖徳太子」である。

お正月に使う「祝箸」は箸の先端と持ち手の部分が
丸くなっていますが、これは「先端は自分の食事用
で、持ち手側は大皿から取り分ける用の為」に丸く
なっている。

✕　約400種類　その一つずつには藤色、葡萄色，竜胆
（りんどう）など動植物や顔料などの自然にちなんだ名

前が付けられている

〇イチゴの赤、というとらえ方でなく「明」「ばく（しらじらと
した）」「暗」など、光の強弱、濃淡の程度を表していた

〇　神社の鳥居、お赤飯、紅白饅頭、紅白幕、還暦の祝
のちゃんちゃんこなど

日本の不思議〇×クイズ　次の問題が正しい文には〇、間違いなら✕と答えて下さい

〇個人が車を持ち始めたころ白が流行。高度経済成長
期にはカラフル。80年代高級志向白黒ゴールド。不況時

は寒色系ダークトーン色がはやる
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日本の不思議〇×クイズ　次の問題が正しい文には〇、間違いなら✕と答えて下さい

日本の伝統的な座り方とは正座と昔から決められており、正式な場では必
ず正座をしていた。

日本に初めて野球が紹介されたのは明治6年。初めての始球式でソフト帽
をかぶった羽織袴姿でマウンドに立ったのは正岡子規である。

日本の自動車は現在白黒シルバー色が全体の約8割を占めているが、
1970年代の頃は赤黄緑青系の色の車で約8割を占めていた。

日本の伝統色はおよそ１００種類ある。

日本の伝統色は昔はなく、「日本書紀」や「古事記」では「赤、白、青、黒」の
4つの色が見られる位だった。

日本人にとって「赤」は特別で邪気を払う縁起の良い色として使われてい
る。

色は慣用句としてもよくつかわれていますが、色そのものの事ではなく、
「赤」は「真っ赤なウソ」のように物事を強調するために使っていますが、
「黒」は良いイメージを表すのに使っている。

日本の食器は一人ひとり専用の食器があるが、洋食器には専用の食器は
ない。

旧暦10月は神様が出雲に旅立つので神が無い月（神無月）といいますが、
出雲では「神が在る月（神在月）」という。

日本では物の成り立ちから物の数え方が出来ており、例えば、「ようかん」
は作り方から「一棹（ひとさお）、二棹」と数える。

日本のクリスマス発祥の地は横浜と言われていますが、クリスマスツリーの
飾りつけなどを作ったのは神戸であり、品質の良さから日本はクリスマス製
品の輸出で世界一だったこともある

日本で箸を広めたのは「聖徳太子」である。

お正月に使う「祝箸」は箸の先端と持ち手の部分が丸くなっていますが、こ
れは「先端は自分の食事用で、持ち手側は大皿から取り分ける用の為」に
丸くなっている。

日本の宗教は特有の宗教観を持っているため、実は「日本の総人口よりも
宗教団体の信者数が多い、」という不思議な現象が起きている。


